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金沢市での協働って？

•「いいねまちづくり協働ハンドブック」（改訂令和4年3⽉）

•さまざまな組織や団体が、共通の⽬的を達成するため
に、対等の⽴場でお互いの特性を⽣かし、協⼒しあう
こと

•例えば、市⺠が⾏政に「実⾏⼒やアイデア」を提供し、
⾏政は市⺠に「情報や資⾦や場」を提供する

•お互い対等な⽴場で補完・協⼒しあう

「協働のまちづくり」

→特に市⺠と⾏政の協働が強調されてきている





もっと多様な主体で

パートナーシップを組んでいく︕ へ



６つの「財」をチャレンジ事業で持ち寄る＝協働

ひと
(hu)man

もの
material

かね
money

情報
info

発想
idea

人脈
network

対話やふりかえりを通じて共に創出する

行政が提供
しやすい

施設など

チャレンジ団体
の活動を通じて

もたらされる

チャレンジ
団体が

提供する

行政が提供
する委託金

チャレンジ
団体の活動

の対象となる

チャレンジ
団体の活動

を通じて
できる

チャレンジ団体
の活動の対象となる

当事者ならでは

事業者等が
提供する

協賛金

協力して
くれる

お店など



コミュニティ・NPO 行政（サポセン）

人
役員、スタッフ、

ボランティア
職員（コーディネーター）

物 資機材など 活動場所（資機材）

金
会費、寄付金、

事業収入、助成金など
委託費、補助金、負担金

情報

地域の情報、

専門的な情報、技能

独自ネットワークなど

専門情報、行政内部の情報

地域の活動情報など



チャレンジ団体に考えてほしいこと①

１ 現状の課題認識と解決手法を確認しよう
・解決したい課題とは何ですか？

・対象となる市民とはどんな人たちですか？

・その市民のニーズはどのようなところにあると考えますか？

・そのニーズはすでに明らかになっていますか？

まだなら、どうやってニーズを把握できそうですか？

・課題解決はどんな手法（事業）で行いますか？

その手法が唯一の手法ですか？もっといい打ち手は？

・その解決手法には、あなたの団体のもつどんな強みが

活かされているのですか？

・先駆性や独自性、工夫があるとすればそれはどんなこと？



チャレンジ団体に考えてほしいこと②

２ 協働の必要性と期待する相乗効果は？

• 協働の必要性はどんなところにあると考えていますか？

• 協働を繰り返すことで、どんな社会を目指していますか？

例）○○○が実現されている、☓☓☓が当たり前の状態の社会

• 協働する相手（担当課や関係者）は、その社会づくりをしたいと
考えていますか？

• １＋１＝２では当たり前。 協働＝プラスαの相乗効果も期待

• どんな相乗効果が出ると、あなたの団体も担当課も、対象となる
市民もハッピーになるのでしょうか？



３ 協働課との役割分担はどうしたら良い？

•団体から提供できるコトやモノ、ヒトは？

•金沢市担当課に提供してほしいコトやモノ、役割は？

①企画（詳細）段階 情報（データ等）提供・アイデア提供・人脈提供

②告知・集客・広報段階 ポータルサイト、市HPや施設での広報

③事業実施（当日） 担当課職員の参加？ 業務としての説明？

④中間段階での確認 事業後半の改善 視点の共有

⑤事業後（ふりかえり） 来年はこうしていこう！

チャレンジ団体に考えてほしいこと③



採択後に予定されていること＝評価

４ チャレンジ事業終了後の評価をどうしたいか

・事業の実施プロセスで協働ができたか→プロセス評価

・事業の実施の効果があったか→事業評価

あらかじめ設定した目標への達成度？

・団体＆担当課の自己評価、相互評価 次への改善点の考案など

どんな成果ができるのでしょうか？

・プロセスのPR、終了後の報告会、インターネットで報告の資料公表



そうはいっても・・・

•やってみて、わかることもたくさんあります︕

•むしろ、気づきや発⾒、発掘をともに⾏うことの意味

•⾃分たちが「やりたい」ことだけでなく、⾏政を含む関係
者が「それ取り組みたいよね」ということはともに「何
か」を⾒つけていく、学ぶ、変わる

•まずは提案を書いてみよう︕

→サポートセンターのコーディネーターも

伴⾛⽀援をさせていただきます︕


